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【研究の対象】
消化器内視鏡検査・治療を受けた全ての方 （年齢・性別は問わない。入院外来の別は
問わない。）
【研究期間】
　2015年1月1日～2024年12月31日（追跡・観察期間を含む）
【登録期間】
　2022年4月～2024年12月
【実施機関及び実施場所】
　多施設共同研究
統括責任者：日本消化器内視鏡学会Japan Endoscopy Database (JED) Project
　　　　　　　　委員長 田中 聖人 （兼、データ管理者）
研究事務局：日本消化器内視鏡学会 事務局
東京都千代田区神田駿河台3丁目2番1号
新御茶ノ水アーバントリニティビル4階
TEL：03－3525－4670 FAX：03－3525－4677
　　当院は研究協力機関として参画予定

患者ID匿名化可能なアプリケーションにより、研究対象者のIDをHASH化した上でデータ
を提供する。

（TEL　0736-37-1200）橋本市民病院　消化器内科　吉田　悟

2015年1月1日～2024年12月31日

消化器内視鏡に関連する疾患、治療手技データベース構築

【背景】
本研究は、日本全国の内視鏡関連手技・治療情報を登録し、集計・分析することで医療
の質の向上に役立て、患者に最善の医療を提供することを目指す日本消化器内視鏡学
会内の研究である。当院は本研究に研究協力機関として参画することを予定している。
 【目的・意義】
本研究で集められたデータを分析することで以下のことを明らかにする
●内視鏡関連手技を行っている施設診療科の特徴
●医療水準の評価
●適正な消化器内視鏡専門医の配置、ならびに消化器内視鏡技師、看護師などのコメ
ディカルの適正な配置
●早期癌登録に対する精確な情報収集
●内視鏡検査、治療を受けた方の予後
●内視鏡検査・治療の医療経済的な情報収集
●これから内視鏡関連手技を受ける方の死亡・合併症の危険性、など
これにより、各施設は自施設の特徴や課題をはっきりと理解した上で、改善にとりくむこ
とが可能になる。また施設単位だけでなく、医療圏レベル、地域レベル、全国レベルで医
療の水準を明らかにすることで地域単位、国単位での比較が可能になる。さらに、内視
鏡関連手技にともなうリスクを理解した上で、患者、患者家族とともに手術・治療の方針
を決定することができるようになる。
日本消化器内視鏡学会は、消化器内視鏡に関連した偶発症を1983年から5年毎に全国
的に調査し、これまでに5回の発表を行ってきた。この様な個別調査を逐次行うことなく、
容易に精確な諸情報が取得できる。加えて、適切な診療報酬決定のための情報提供が
可能となると共に、全国の皆様が安心して内視鏡検査・治療を受けられるようにするた
め、よりよい専門医制度のあり方を検証するための基礎資料ともなり、さまざまな研究と
連携して運営することで、臨床現場がさらに充実した医療を提供でき、ひいては新たな医
療に取り組む手助けをすることができる。

橋本市民病院 消化器内科 医長 吉田　悟

まで






	消化器内視鏡に関連する疾患、治療手技データベース構築
	消化器内視鏡に関連する疾患、治療手技データベース構築2

